
ご 挨 拶
　明けましておめでとうございます。皆様にはご健勝にて、
平成31年の新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて、昨年は東日本大震災津波からの復興、ラグビー
ワールドカップ2019釜石開催の成功、ILC国際リニアコ
ライダーの東北への建設実現という特にも３つの政策課
題に重点的に取り組んでまいりました。
　また、本年4月からスタートする本県の今後10年間の
最上位計画である岩手県次期総合計画に対しては、議会
内外を問わず、県当局に対し、多くの提案や提言をしてき
た一年でもありました。
　東日本大震災津波からの復興は私の政治家としての使
命であるとの決意のもと、日常活動として取り組んでまい
りました。しかしながら、間もなく発災から８年を迎える
中で、県内で3,000人を超える方々が避難生活を余儀な
くされております。引き続き、恒久住宅の確保に最優先で
取り組むとともに、産業、なりわいの再生、心のケアやコ
ミュニティーの形成支援など、一人ひとりに寄り添いなが
ら、自立と生活の安定に向けて取り組みます。
　また、本年は「進めよう！！次の世代につながる復興を！」
をスローガンに、復興の先を見据えながら、復興の完遂と
故郷の発展のために、全力を傾注してまいります。

　先の県議会12月定例会では次期総合計画の中間案が
示されました。しかしながら、中間案は総花的であり、政
策の柱をどの分野に据え、具体的な事業を展開していくの
かが全く見えないものでありました。
　少子高齢化の進展や度重なる自然災害に対応するため、
社会保障政策や社会資本整備は国の施策と連動し進める
のは当然ですが、私はポスト復興施策でもある農林水産
業や中小企業の振興策を中心とした産業振興、そして次
なる世代を見つめ、子どもを生み育てやすい環境の整備
を政策の柱に据え、厳しい県財政の中、選択と集中を図っ
ていくことが重要であると考えます。また、県民所得、医
師数や看護師数、観光客の入込数など、これまでの10年
で是正されてこなかった県内の地域格差を、これからの
10年でどのように是正していくのかも大きな論点です。
　人口減少という大きな課題を抱える本県を、どう発展さ
せていくのか。県民の皆さんが希望や期待をもてる計画
となるよう、県当局に対し、より強力に提案・提言をして
まいります。
　本年も皆様のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ、新年
のご挨拶といたします。

　平成31年1月４日
� 岩手県議会議員　岩  崎  友
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　自民党岩手県支部連合会・県議会自民党会派で
は、7月23日、7月26日～27日、8月８日～10
日の計６日間、岩手県内の全33市町村を訪問し、
各市町村の重点課題をヒアリングいたしました。

　要望項目は東日本大震災津波からの復興、平成
28年台風 10号災害からの復興をはじめ、子育
て支援、地域医療の充実や産業振興など 175 項
目にわたり、取り纏めの上、国に関するものにつ

いては 11 月 22 日に自民党本部と関係省庁へ、
また、県に関するものについては 10月 10日に
知事に対し、要望を行いました。

　本年も自民党岩手県支部連合会・県議会自民党
会派が一体となり、国政・県政に関する県内各市
町村の抱える課題解決に向けて様々な機会を捉え
て、要望活動や提案・提言をしてまいります。

　砂の定着状況や漁業、海浜利用、ラグビーワー
ルドカップ2019釜石開催などに配慮しながら、
復興交付金約 10 憶円を活用し、2020 年度内
の完成に向けて、２期に分けて工事を進めてい
きます。

　設計業務の実施について、10月９日、復興庁
と復興交付金の活用に係る使途協議が整い、現
在、詳細設計を進めております。また、並行し
て復興庁と砂浜再生の範囲や断面、養生砂の調
達に向けた協議を進めており、2020 年度内の
完成を目指しております。

県内33市町村の課題を
自民党本部・関係省庁・知事へ要望

根浜・浪板海岸の砂浜再生は2020年度の完成を目途に

自民党本部　二階幹事長へ 岩手県　達増知事へ

岩崎友一議員提供資料平成 30 年 12 月 19 日  

 農林水産部漁港漁村課  

  

浪板海岸(大槌町)の砂浜再生について  

  

 

〇 設計業務の実施について、10 月９日(火)に復興庁と協議が整ったことから、現在、詳

細設計を進めている。設計業務と並行して、復興庁と砂浜再生に係る工事実施に向けた協

議(砂浜再生の範囲、断面、養浜砂の調達等)を進めていく。  

  

  
※砂浜再生範囲は復興庁との協議により決定するもの  

浪  板  海  岸

砂浜再生設計 1式養浜工全体計画範囲
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　岩手県議会では東日本大震災津波復興特別委
員会を立ち上げて以来、毎年、現地視察を中心
に講師を招いての講演や県復興局から進捗状
況等の説明を受け質疑を行うなど、本県の最優
先課題である復興の推進と完遂に向けた活動を

行っております。昨年も現地を訪問し、委員長、
副委員長がそれぞれ班長として被災地の課題の
聞き取りや視察を行いました。今回は私が副委
員長として班長を務めた４日間の現地視察の状
況をご報告いたします。

東日本大震災津波復興特別委員会  調査報告

６月５日（火）　（盛岡市）

　「もりおか復興支援センターにおける被災者支援の取組について」（もりおか復興支援センター）
　「災害公営住宅　現地視察」（備後第１アパート）
　「岩手県立盛岡南高等学校における復興教育の取組について」（県立盛岡南高等学校）
　「�いわて内陸避難者支援センターにおける内陸避難者支援の取組状況について」（いわて内陸避難
者援センター）

６月８日（金）　（山田町）

　「津波復興拠点整備事業（公共防災エリア）　現地視察」（山田町）
　「水産業の復興状況について」（三陸やまだ漁業協同組合）
　「山田漁連地方卸売市場　現地視察」（山田漁業協同組合連合会）

（備後第１アパート）

（津波復興拠点整備事業）

（いわて内陸避難者支援センター）

（三陸やまだ漁業協同組合）
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　復興庁は復興庁設置法に基づき設置され、
2020 年度までの時限立法であります。また、
復興事業は特別会計に関する法律の一部を改正
する法律に基づき、東日本大震災復興特別会計
の中で進められてきました。
　復興庁では2021年度以降の復興庁の在り方
や必要な事業の方向性を本年３月までに示すこ
ととしていることから、この間、復興の現状を
共有し、グループ補助金等の産業系補助金の延
長や心のケア、コミュニティーの形成、見守り

支援など長期的に支援が必要な事業の継続につ
いて要望をしてまいりました。
　復興事業も終盤に入り、私たちの提案・提言
や要望にも分別が求められます。復興の本旨で
ある「自立」に向けて、着実に取り組むとともに、
阪神大震災や中越地震など、過去の災害の教訓
を生かし、必要な事業や支援が途切れることの
ないよう、引き続きしっかりと取り組んでまい
ります。

10 月 30 日（火）　（宮古市）

　「株式会社川秀宮古工場の取組について」（宮古市）
　「イーストピアみやこ　現地視察」（宮古市）

11 月２日（金）　（大船渡市・釜石市）

　「災害公営住宅入居者との意見交換」（大船渡市）
　「津波復興拠点整備事業　現地視察」（大船渡市）
　「釜石・大槌地区しいたけ生産者との意見交換」（釜石市）

（㈱川秀　宮古工場）

（津波復興拠点整備事業）

（イーストピアみやこ）

（しいたけ生産者との意見交換）

活 動 報 告
平成30年４月～平成30年12月 平成30年４月から12月までの

活動の一部をご報告いたします。

◦かまいしDMC設立記念パーティーに出席（釜石市）
◦大槌町虎舞協議会大運動会に出席（大槌町）
◦東日本大震災津波にかかる要望で復興
庁・経済産業省を訪問（東京都）
◦三枚堂大ケ口トンネル貫通式に出席
（大槌町）
◦大槌町郷土芸能保存団体連合会総会に
出席（大槌町）
◦大槌町戦没者追悼式に出席（大槌町）
◦自民党岩手県連青年局・女性局合同大
会を開催（盛岡市）
◦釜石市消防団消防演習に出席（釜石市）
◦岩手県漁港漁村協会定期総会に出席
（盛岡市）

5月

◦ラグビーワールドカップ 2019釜石開催３機関合同キックオフセレモニーに出席（釜石市）
◦大槌学園入学式に出席（大槌町）
◦大槌高校入学式に出席（大槌町）
◦ラグビーワールドカップ 2019釜石開催実行委員会総会に出席（盛岡市）
◦岩手県建設業協会設立 70周年記念祝賀会に出席（盛岡市）
◦高校再編を考える市町村長懇談会に出席　　　�
（盛岡市）
◦自民党岩手県連定期大会を開催（盛岡市）
◦岩手県医師会少子化委員会に出席（盛岡市）
◦農業関係団体との農政懇談会に出席（盛岡市）
◦自民党北海道・東北ブロック幹事長会議に出席
（青森市）
◦農漁村ルネサンス体験主張大会に出席（釜石市）
◦釜石港湾口防波堤完成式典に出席（釜石市）

4月

◦ラグビーワールドカップ 2019釜石開催推進協議会に出席（釜石市）
◦大槌町消防演習に出席（大槌町）
◦大槌郵便局新築移転業務開始式に出席
（大槌町）
◦岩手県土地改良事業団体連合会農業農
村整備促進大会に出席（盛岡市）
◦ILC国際リニアコライダー建設実現議
員連盟講演会に出席（仙台市）
◦大槌町文化交流センター「おしゃっち」
開館式典に出席（大槌町）
◦県下遺族会会長・事務担当者合同研修
会に出席（花巻市）
◦岩手県立大学開学 20周年記念式典祝
賀会に出席（盛岡市）

6月

釜石港湾口防波堤完成式典

自民党東日本大震災津波復興加速化本部の
額賀本部長へ要望

大槌町消防演習
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活 動 報 告

◦自民党東日本大震災津波復興加速化本部役員との意見交換会を開催（盛岡市）
◦岩手県港湾整備・利用促進大会に出席（盛岡市）
◦花巻農協広域合併 10周年記念祝賀会に出席（花巻市）
◦吉里吉里海岸海水浴場安全祈願祭に出席（大槌町）
◦東京大学国際沿岸海洋研究
センター新棟完成記念式典
に出席（大槌町）
◦�自民党岩手県連主催の県内
各種団体との交流会を開催�
（盛岡市）
◦「よ市」夏まつりへ参加　　�
（大槌町）
◦�宮城県議会・岩手県議会共
同議連による ILC 建設誘致
に係る要望で総理官邸を訪
問（東京都）

7月

ILC 建設誘致の要望を西村官房副長官へ

◦岩手県漁港漁村協会の漁港検診
で小白浜・箱崎・釜石・大槌漁
港を視察（釜石市・大槌町）
◦三陸防災復興プロジェクト・プ
レイベントに出席（釜石市）
◦�大槌町少年相撲教室実行委員会
懇親会に出席（大槌町）
◦�釜石鵜住居復興スタジアム竣工
式・オープニングセレモニーに
出席（釜石市）
◦科学技術振興議員連盟の視察で
サイエンス・スクエアつくば等
を視察（茨城県）

8月

釜石漁港での漁港検診

◦宮城県議会教育・スポーツ議連
と自民党岩手県連合同で釜石鵜
住居復興スタジアムを視察　　�
（釜石市）
◦岩手県建設業協会釜石支部懇談
会に出席（釜石市）
◦おおつち敬老の集いに出席　　�
（大槌町）
◦釜石市敬老会に出席（釜石市）
◦岩手県商工会連合会との懇談会
に出席（盛岡市）

9月

釜石鵜住居復興スタジアムを視察

活 動 報 告

◦おおつち鮭まつり開会式へ出席
（大槌町）
◦自民党岩手県連政経懇談会を開
催（盛岡市）
◦�土坂峠のトンネル化について県
土整備部長、県議会議長へ要望�
（盛岡市）
◦自民党北海道連・東北６県連合
同で ILC建設実現に向け総理官
邸を訪問（東京都）
◦若者と県議会との意見交換会に
出席（釜石市）
◦大槌高校魅力化構想会議に出席
（大槌町）
◦�ラグビーワールドカップ 2019
釜石開催の支援について県議会議長へ要望（盛岡市）

12月

若者と県議会との意見交換会

◦おおつち産業祭りへ参加（大槌町）
◦小中一貫教育全国サミット開会式に出席（大槌町）
◦岩手県・宮城県共同議連で ILC建設実現に向け自民党本部・関係省庁へ要望（東京都）
◦都道府県議会議員研究交流大会に出
席（東京都）
◦�自民党北海道・東北ブロック幹事長
会議に出席（秋田市）
◦�東日本大震災津波からの復興に係る
要望で関係省庁を訪問（東京都）
◦�岩手県内 33市町村の課題を自民党
本部・関係省庁へ要望（東京都）
◦�MOA児童作品展表彰式に出席　　�
（釜石市）
◦看護を考える会に出席（盛岡市）
◦釜石市社会福祉大会に出席（釜石市）

11月

おおつち産業まつり開会式

◦�県内33市町村の重点課題を知事へ要
望（盛岡市）
◦�釜石リアスライオンズクラブCN50
周年記念式典に出席（釜石市）
◦�岩手の高校教育を考える市町村長懇
談会に出席（盛岡市）
◦�渡辺復興大臣の視察に同行　　　　�
（釜石市・大槌町）
◦�土坂峠トンネル化シンポジウム2018
に出席（大槌町）

10月

土坂峠トンネル化シンポジウム2018
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誕生日　昭和53年9月18日
身　長　165cm
体　重　60kg
血液型　B型

岩　崎　友　一 
（いわさき・ともかず 40 才）

趣　　味　野球、ゴルフ、DVD、音楽鑑賞、温泉旅行
座右の銘　「温故知新」
好きな食べもの　納豆、麻婆豆腐（辛口）、秋刀魚の塩焼き
長　　所　何事にも前向きなところ
短　　所　たまに突っ走りすぎること

自己紹介

平成 30年１月～
	 自由民主クラブ　会派代表
平成 29年 10月～
	 環境福祉委員会　委員
	 東日本大震災津波復興特別委員会　副委員長
	 防災・減災対策調査特別委員会　委員
	 議会運営委員会　委員
平成 27年 11月～平成 29年 10月
	 ふるさと創生・人口減少調査特別委員会　委員
平成 27年９月～平成 29年 10月
	 総務委員会　委員　
	 東日本大震災津波復興特別委員会　委員
	 議会運営委員会　副委員長
平成 26年 10月
	 決算特別委員会　委員長
平成 25年 10月～平成 27年９月
	 総務委員会　委員長
	 議会改革推進会議　副座長
平成 25年 10月～平成 27年７月
	 スポーツ振興等調査特別委員会　委員
平成 24年 10月
	 決算特別委員会　副委員長
平成 23年 11月～平成 25年 10月
	 地域資源活用による観光振興等調査特別委員会　委員長
平成 23年９月～平成 27年７月
	 東日本大震災津波復興特別委員会　委員
平成 23年９月～平成 25年 10月　
	 農林水産委員会　副委員長
平成 23年９月～平成 24年７月　
	 議会運営委員会　委員
平成 23年４月～平成 23年９月　
	 災害対策特別委員会　委員
平成 22年８月～平成 23年９月　
	 県土整備委員会　委員
平成 22年８月～平成 23年３月　
	 平泉世界文化遺産推進調査特別委員会　委員
	 地域医療等対策調査特別委員会　委員

初当選　平成 22年８月２日

平成 元 年	 大槌町立安渡小学校　卒業
平成  ４ 年	 大槌町立大槌中学校　卒業
平成  ７ 年	 盛岡中央高等学校　卒業
平成 13年	 城西大学　経済学部　経営学科　卒業
平成 14年	 鈴木栄子司法書士事務所　勤務　
平成 18年	 ㈱ガルバート・ジャパン　勤務　
平成 22年	 ㈱大槌タクシー　専務取締役就任
平成 22年	 岩手県議会議員補欠選挙で初当選
平成 23年	 岩手県議会議員選挙で 2期目当選
平成 27年	 岩手県議会議員選挙で 3期目当選（現在に至る）

経　　歴

平成 30年  1 月～　　　　　　	 幹事長
平成 25年 12月～平成 30年 1月	 政務調査会長
平成 23年 10月～平成 30年 5月	 青年局長

自由民主党岩手県支部連合会の役職

県議会の役職等
岩崎友一のプロフィール

編   集   後   記

岩崎友一 公式ホームページ
ブログ更新中

http://iwasakitomokazu.com 
FACE BOOK

もやってます

　私の県議会だより「温故知新」も 17回目の発行を迎え
ました。毎回、記事を書きながら思うことは、皆さんに伝
えたいことがもっとたくさんあるのに、ページ数が限られ
ていることから掲載できないものも多く、いつも心残りに
思っております。

　私の政策や考え方、県議会での審議の状況などは私の公
式ブログに掲載しておりますので、お時間のある時に是非
ご覧いただければと思います。

� （岩崎友一）
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